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・ ・『カクテル ・パー テ ィ』,『秘書』,『長老政治家 』は,以 前 の作晶 には見 られない喜劇的 な特

.徴 をもってい る。 『秘書 』の初演 の後 の記 者会 見で,エ リオッ トは`Ifonewantedtosay

somethingseriousnowaday$itwaseasiertosayitincomedy.'と 語 ったと伝 えち

れ る1)。 つ ま'り本音 は,こ れらの劇で真面 目なこと を言い たか ったのだが・実際・ その意図が

あ りあ りとうかがえ る三篇 ではある。 そのそれぞれの内容 を追 って検討 す ることに しよう(な

お本稿が覚え書きであることをお断りしておきたい)。

『カクテル ・パー テ ィ』(1949年 にエディンバラ祭で初演,翌50年 出版)に おいて・ エ リオッ トは

現 代生活 の枠組みの劇へ,さ らに顕著 な噌 歩 を進 めた0『 一族再会』の欠 点の反省 の上に書 かれ

た ことは,『 詩 と劇』に述 べ られてい る通 りで ある。エ ウリピデスの 『アルケス テ ィス』 を典

拠 と してい るが,出 発点 と して用い るに とどめ,コ ー ラスや幽霊 は出 さず,劇 に向かない よう

な詩 は排除 したのであった.一 方 この喜劇の弱点 と して,終 幕がエ ビ・一 グ1こ過 ぎない との非

難 を,全 く否認す るわけ には行か ない ζと も述べ られてい る。 これ とは別に,一 人の人物 を他

の者 より重要 な ものと して描 く、つ もりはなか ったと,作 者が語 ったことが伝 えられてお り2),

こ れ 毛留意 すべ きであ ろう。'

舞 台 ぼ ロン ドン。第一幕第一場(チ ェインバレン家のアパー トの応接間)は ・ カクテル'パ 冖 テ

ィ緬始 ま るが,当 家 の主人で あ る弁護士エ ドワー ド・チ ェインバ レンの妻,ラ ヴ ィニアの姿 が

見 えない。 その一方,見 知 らぬ客(第 二幕で,精 神科医ラィリー卿 と分る)が 加 わってい るとい う

設 定 だ。 この人 物 とジ ュー リアとアレ ヅクスの共通 の役割 は,次 の幕 まで隠蔽 され る。冒頭の

たわL?な い会話 の中心 とな るジ ュー リアは`amineof・information',ア レ ックスは`well

informed・ と見な され(二 幕),'ラ イ リーは`infarmatian'を 集 め る独 自の方法 をもってい る

と言い(二 幕),三 人 が チ ェインバ レン夫妻,シ ー リア,ピ ータマに対 して,結 託 した`guard-

fans'の 役 を演 じ,彼 らの働 きが劇の プ ロ ッ トを構 成す ることにな るので ある。 そこに喜劇性

も生 まれ,エ ドワー ドが妻 は叔母 の看 病に出かけた と話 しを捏造 す ると・ ジュー リアがか らか

い半分 に突 っごんだ りす る。 この場 の焦点 は,見 知 らぬ客 として異様 な雰 囲気 をか もす ライ リ
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一が,他 の者 が去 った後 で交 わすエ ドワー ドとの対話。

エ ドワー ドは,自 分 の方か らライ 匂葺 を引:きとめこる6ぞ う〔い
.瀕犬測 とおかれてい るのだ。妻

はその 日の朝,家 出す るとの書 き置 きを残 して出て行 ったと,事 実 を打 ち明 ける。 このよ うに

`stranger'に 打 ち明 けることは
,印 常一的 な平面以上の ものが彼 の生活 に加 わること を意 味す

る。見知 らぬ客は語 る

一toapproachthestranger

Istoinvitetheunexpected,releaseanewforce,

Orletthegenieoutofthebottle.

Itistostartatrainofevents

Beyondyourcontrol.

『一 族再 会』で アガサが述べ る`powersbeyondUs'を 想 起 させ るが3),前 作 の よ うにユー メ

ニ デ ィーズ を登場 させず,現 堆的 な仕組 みの中に超越 的な力が もち こまれ る点 が注意 され よ う.

(髴己場でシ冖 リアは`HehassomesortofPower・'セ 言う)。 妻 との仲 につい て,`took-each,

otherforgranted'と 思 ってい たエ ドワー ドに とり,家 出の事件 は謎で あ り,`unfinished'r

と感 じられるのだが,同 時 に彼 が この謎の客 と相対す ることで,劇 は始 まると解 し て よ か ろ

う。 ライ リーは分析す る

There'salossofpersonality;

Orrather,you'velostt�chwiththeperson

Youthoughtyouwere.Your±olongerfeel.quitehuman.

You'resuddenlyreducedtothestatusofanobject

Alivingobject,butnolongeraperson.

人格 の喪失,自iヨ との関係喪失 が問題 なので あり,妻 に去 られたエ ドワー ドは客体 で,主 体

(・thesubject/thecentreofreality・ とも表現される)・ではない。 この ような存在 は;ラ イ リー

ら`themaskedactors'に は,`apieceoffurnitureinarepairshoP'で あ る。 自己 の

実体 を発見 すべ きエ ドワー ドに,ラ イ リーは受動 的に`wait'す る こと,さ らには`humilia-

tion'の 価 値 を説 く。エ リオ ッ トの代弁だ0こ う話 しなが らも知 らず知 らずに,妻 に帰 って も

らい たい との願望 を導 き出す。 そ してど こに行 ったか彼女 に質 問 しなLaこ とを条件 に,家 に も

どす ように しようと確言 す る。 こ うい うふ づに,相 手 の心理 に働 きか け,そ の願望 を入れ る形

で救済策 を進 め る。忘 れ もの をした ともどめて くる(二 度目)ジ ュー リアが,眼 鏡 がなや と何 も

見 えず,し か も片方 のレンズが とれ てい ると言い,ま た見知 らぬ客力焔QneEyedRiley'の

歌 を歌 うのは,彼 らには神聖 な領域 のことは分 らず,盲 目の現世 の ことが見 え ることを示す も

の と解 したい。

二人が 退散 した後,ジ ュー リア とともに もどって来 ていた ピん ターが,シ ー リア を愛 してい

ることをエ ドワー ドに打 ち明 け る。 ライ リ`一の立場に立 ったよ うに1工 厂ドワー ドがWait'と
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恕 告 した り,自 分 が言 われた`thefoolyouareの 語 句 を口走 っ・た りす るの は,彼 自身シー リ

アか ら愛 されてい る位置 にあ るだけに(次 の場で明らかになるLア イロニーが きいて お り,・求 め

;に応 じて彼 女に会 うことを約 束はす るが,い ずれ不必要な ことに終 る。 こ う話 してい る間 も,

ア レ ックスが もどつて 来て,台 所 でエ ドワー一ドの夕食 ㊨料 理 をす るとい うぐあいに,`alone'

に な りたが ってい る主人は妨 げ られ通 しだ。 ジュ厂 リアやア レックスの側 では,彼 の状況 にせ

っせ と介入す る役 を演 じてい るのだが。 馬'.…

第二場(同 じ部屋,十 五分後)に 入 軌 エ ドワー ドが`alone'で,ペ イ・シ ェンス をしてい る。

ひ と りに なることは,ト ラン プ゚ をす るだけの ことだbた のであ り,退 廃 をにおわす。シー リア

が 登場。 ラヴ ィニ アの家出は,す でに察 しがついてお り,今 や期待 を抱い てやって来たのに,

エ ドワー ドは妻 が帰 つて くるζとを告 げ る0忘 れていた アレックスの料理 が,'台 な しにな るの

は 暗示的で,さ らににエ ドワー ドを`feed'し なければ ならぬ と,ま た もや もどっ、て来た ジュ

ー リアが,台 所 か ら出て`fittoeat'は 何 もなv>ど 言 うのは,精 神的貧窮 を表 わ す で あ ろ

う。医者(ラ ィリー)に 診て もら うよ うシー リアにすすめ られた とき,`someonegreaterthan

thegreatestdoctor'の 必要 を口にす るエ ドワー ドには,宗 教 的な救い しかない と作 者は仄

め か してい るのだ ろ うが,'実 際は シー リア がその道 を歩む ことにな る。彼女 は未来 を棄 てて,

sapresent/Wheretimewasmeaningless
,aprivateworldofours'に 生 きて来 た熱情

的 な女性。エ ドワー ドに意のないの を知 って・ 自分が夢 の世界 だけでな く・現実 の世界 も望 ん

だ ことに気 づき,自 らに与 えた`humiliation.'を 痛 感す る。 ピー ターのこと を話 され ると,直

ち にはねつけ る。エ ドワー ドは欲望 あって愛 を知ち ゐ男。やっ と今朝になってか ら,自 分が中

年 の男だと気づ き,老 い を感 じる意味が分 り始めた と,フ ル゚ ー フpッ クば りに述懐 した後

Iseethatmylifewasdeterminedlongago

Andthatthestruggletoescapefromit

Isonlyamake-believe,apretence

Thatwhatis,isnot,orcouldbechanged.

エ リオ ッ ト的 な認識 で あ り,エ ドワー ドに口実 の よ うに語 らせ るところに,作 者の 自己批 判 も

倉 まれ てい よ うか。

Theselfthatcansay`Iwantthisorwantthat'

Theselfthatwillsheisafeeblecreature;'

Hehastoc�etotermsintheend

With・theobs曲ate,thetougherself;whodoesnotspeak,

yVhonevertalks,whocannotargue;

Andwhoinsomemenmaybetheguardian

Butinmenlikeme,thedull,theimplacable,

Theindomitablespiritofmediocrity.
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意志 す る自己 は,も う一つの もっと頑固 な自己に屈従 せねばな らず,そ れが彼 の場合,ど うに

も手 にお えない凡庸性な のだが,こ こで`guardian'の 語 が 注 目を引 く。 この後 シー リアは,

これまで のエ ドワー ドが,自 分 の願望 の投影 に過 ぎなか ったこと を悟 り,最 後 に彼 女 の 発 意.

で,`theGuardians'の た めに乾杯b,ジ ュー リアが 自分 の`guardian,'か も しれぬ ど言

うので ある(『 秘書』第二幕では,ケ ィガンが自らコルビーの`guardianange「 だ とおどける)。`tlie-

Guardians'は,守 護天使 とキ リス ト教社会 の使命 を担 う者 との両義 を含 む ものだ ろ う(プ ラ

トンの理想国におけるそれとの連想を読む研究者もある4))。 ライ リー,ジ ュ1,ア,ア レ ックスは,

そ こまで至 らなv)下 の次元 の`guardians'(比 喩的に守護天使)と して,他 の者たち を`tha

tougherself'に 従 わせ る役 を担 ってい る。 その 自己 が,エ ドワー ドの言 うよ うに,`guard-

ian'で あ り得 る人 たちは,類 推 すれ ば,キ リス ト教社会 の`theGuardians'に な る者 たちで

あろ う。 シー リアの運命 は,そ の一人で あ ることを示 してはい ない だろ うか。 どすれば彼女が

ここで乾杯 す るのには,神 妙 な意味 があ ることにな る。,、

第三場(同 じ部屋,翌 白)に 入 ると,ラ イ リ這 が現 われ る。 エ ドワー ドは決断 したので あ り,

心 を変 えて もぢそ過 ぎること を告 げに来 たのだ。決断 した昨 日は自由があったが,も う自由で

はなLa(`Yousetinmotion/Forcesin�ourIifeandinthelivesofothers/Whichcannotbe

reversed.・)。・ラヴ ィニ アは死 の世界 か ら帰 って くる,そ のことの説明 に ラィ リーは,'`wedie

toeachotherdailゾ(DjunaBarnesの ・`Nightwood"に,同 じような言葉があると指摘されてy,.

る5))と,キ リス ト教 の不断 の精神 的再生 を裏 に含 んだ表現 で,人 が本質 的に刻 々に変 わ るζ

とを述 べ,`ateverymeetingwearemeetingastranger'と も って行 く。 過去 を忘 れ

ず,し か も互v)に`strangers'ど して対す る,こ の ライ リーの治療法 の意味 を,エ ドワー ド

は この劇の終 りで理 解す ることにな る。`knottedmemories'で,互 い に絞 めつけ合わ ない よ

うに と忠告 した後,自 分 も`stranger'だ と言 ってライ リーは退去す る。 ラヴ ィニアか ら電報

が あったとの偽 りの連 絡で,シ ー リアとピーターが相ついで登場 し,帰 る者 と行 く者が突 き合

わされる。 ピー ターは心 を変 えて しまって,カ リフォル ニアの新 たな仕事につ くことに決 めて

お り,シ ー リアはシー リアで遠 くへ行 く気 になってい る6ラ ヴ ィニアの帰宅 にダ ジュー リアや

アレ ックスの登場 と続 くが,や が て夫妻 だけになる。今後 は今 まで とちがった対 し方 をす ると

明言 し,互 い に別人 になったつ もりでい るのだが,過 去(五 年間の結婚生活)を 振 りか えって・

激 しく対立 す る始末。徹底 的に`humiliation'を 経 験 したつ もりのエ ドワー ド9そ の彼 が地獄

の ような`alone'の 気 持 ちにな り,前 日の決心 を悔 んで,1悪 魔 を呪 う言葉 が飛 び出す。彼 の

決心 は,決 心 した と思った とい う程度 の ものなのだ。 シー リアは ライ リ嘱 を(前 の場),ラ ヴ ィニ

アは ジュー リアを悪魔 と思い,こ こでエ ドワー ドは名 ざ しはせずに呪 うのだが,こ の段階 を通

過 して,病 気の 自覚 を深め る必要が あるの だろ う。

第二幕(ラ ィリー卿の診察室,数 週間後)で,前 の幕の見知 らぬ客 ラィ リーが,精 神科 医の正体

を現 わす。 まず診察 を受けに くるの は,ア レ1ックスに紹介 され たエ ドワー ド。わなにかか った
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ど思 うが,今 さら逃 げ るわけには行かない。'彼の 自己診断は こ・うだ。 自分 の`personality'が

信L"ら れ な くなってい て(ラ 初 一が人格の喪失を指摘し彪ことは,前 述の通り),ど るにた りぬ 人

間 だ との考 えにと りつか れてLaる(ラ ヴィニアがそう感じさせるようにしたと,彼 女に責めたことがあ

る)。 妻 の帰宅 を望 んだのは.妻 が 自分 を作 り変 えて しまつ・ていたためで,彼 女 とと もに生 き

るこヒも,彼 女 な しで生 きることもで きない ように,彼 女が して しまつたのだ。人 の言動 に左

右 され る性格のエ ドワー ドはfこ の よ うに罪 を妻 に転嫁 し,精 神の死 の苦 しみ を訴 えて,サ ナ

トリウムに入れ て もらL>た い と頼む。 ライ リーは,そ ら くり同 じ症状 の患者に会 わせ る処置 を

とると告 げて,ラ ヴ ィニアを呼 び入 れる。 自由で ない ためにここへ来 たエ ドワー ドに,自 由を

与 え るのが自分 の仕事 だとのライ リーの言葉 は,自 己認識 による自由へ導 く彼の役割 を物語 っ

てい る。不意 を食 った夫妻 に,サ ナ トリウムに入 るには,誠 実 な心が必要 なのだが,二 人 は隠

す こ とに より,う そをつこ うと した と言い,そ れぞれのシー リアと ピーターとの関 係 を 明 か

し,二 人に共通 してい る点 を指摘 す る。 エ ドワー ドに対 しては,シ ー リアを愛 してい ない のに

気 づいた とき,だ れ も愛 したこ とがなかったのを悟 り,自 分 は`incapableofloving'だ との

疑 いが生 じたと,そ して ラヴ ィニ アに対 しては,ピ ー ターが シー リアを愛 してい るのに気 づい

た と き,自 分 を愛 した者が なか ったの を知 ・り,自 分 を愛 せ る者 は な い(エ ドワー ドの言葉では

・unlovable・)と の恐 れが生 じたと
。 同L`isolation'の 診 断 を受けた夫妻は,`makethebest

ofabadjob'せ ね ばな らぬ ことを知 り,い っ しょに帰宅す る。 ラィ リーの別れの言葉`work

outyQUrsalvationwithdiligence'が,死 に臨 んだ仏陀の,弟 子た ちに対す る訓戒の訳語

であ ることは,よ く知 られてい るところ6)。 弘イ リーの診断 は,作 者0)心 理 分析 の深 さと普遍

性 を証す もの。

次 に訪れ るのがシー リア(ジ 土一リアが,結 託がぼれないように連れて来た)。 彼女 は上 の夫妻 ど

は ちが って,自 分以外 に責 める者 はない と言 う。 住 んでL>る 世界 が`adelusion"と 思 え る

(『寺院の殺人』のコーラス,『一族再会』のハリーの汚れ病んでL>る 世界の認識に通うものがあろう7)が ・

世 界 その ものが狂 ってい るとい うの は恐 ろしい ことなので,自 分 が異常 だ ど考 えたい のだ。理

解 で きない徴候 と して,孤 独 感 と罪の意識 の二 つ を挙 げ 多。 すべての人が`alone'だ どい う孤

独感,そ して不道徳 とい うの とは別 の罪の意識 ・ 後者に関連 して・ 自分の信 じていた こと以

上 に,`real'な ものを感 じるに至 ったと,次 の よ うに説 明す る。

It'snotthefeelingofanythingI'veeverdone,

WhichImightgetawayfrom,orofanythinginme

Icouldgetridof‐butofemptiness,offailure

Towardssomeone,orsomething,・outsideofmyself;

AndIfeelImust...atone‐isthattheword?

Canyoutreatapatientforsuchastateofmind?

お よそ常 人の罪 の意識 ではな く,人 間存在 の根本的 な絶望 が読 あ る(最 後の行は,マ クベス夫人
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の言葉との連想があるようだ8))。 エ ドワー ドとの関係 の挫折 を経験 したシー リアにどって,も し

自分の想像 で作 り出 した もの しか愛 せず,人 がみ んな`unloving'で`unlovable'だ とすれ

ば,入 は 、`alone'で あ り,愛 す る者 も愛 され る者 も等 しく`unreal'で,夢 をみ る者 は夢 と同

様`real'で ない ことに なる。`alone'だ か ら`unreal',そ れ で`atone'し て単一 の存在 にな

らねば ならぬ と解 せ ようか(`alone'と`atone'の 韻に注意。 なお後述の 『秘書』に,同 じような思考

が見 られる)。 ラィリーは二 つの治療法 を提示 し,自 ら選択すべ きことを言 う。.つ ま りチ ェィ ン

バ レン夫妻の よ うに,`thehumancondition'と 和 解 して,互 いに理解で きない ままに甘ん

Uる 道 をとるか,絶 望 か ら生 まれ る信仰 を必要 とす る未知 の道 をとるか。 どちらの 道 も 必 要

(しかし前者は魅力ある叙述はされていなL>)で あ り

Eachw窕meansloneliness‐andcommunion.

Bothwaysavoidthefinaldesolation

Ofsolitudeinthephantasmalworld

●fimagination,shufflingmemoriesanddesires.

この よ うに,全 く異 な る道 の類似性 が強調 され るのは,後 者が普通 には選べ ない どい う考慮 も

働 い てい るのだ ろうし,日 常 的な人 間生活 の枠 の中で の救済 の必要が軽視で きない か ら だ ろ

う。 シー リアは第二 の道 を選 び,サ ナ トリウ ムに行 くこどにな る。 ライ リーは,前 の夫蓼の場 ,

合 と同 じ別れの言葉 を述 べ るが,含 む意味 はちが うの であ り,彼 女 に言 う場合,彼 自身 それ を

理 解 していない ことは,後 に彼 が認 め るところ。 シー リアが出 て行 った後,入 れ代 りジュー リ

アが現 われ る。 ライ リーが夫妻 の ことが気 にかか るのは,そ の陰 うつ さが分 ってい る道 だか ら

で あり,ジ ュー リアがシー リアの ことを心配 す るのは,そ の恐 ろ しさが分 ってい なUa道 だか ら

で,同 じ立場 の裏 がえ しであ ろう。い ずれにせ よ,ジ ュー リアが言 うよ うに,危 険 を冒すのが

彼 らの運命 で,選 択 に導 く役 なのだ。 ジュー リアは,シ ー リアのこと を心配 して言 う

YouandIdon'tknowtheprocessbywhichthehumanis

Transhumanised:whatdoweknow

4fthekindofsufferingtheymustundergo

Onthewayofillumination?

シ ー リアの遠い旅 は,『 寺院の殺人』の トマス,『 一族再会』 のハ リーと同 じく,聖 者 の忍苦 の

道 であ り,そ の過程が分 らない ところが,後 見人 たちの限界。最後 にアレ ックス も加 わって,

チ ェイ ンバ レン夫妻 とシー リアのために祈 りを唱 え,ピ ー ターについ ては,そ うす る段階 にま

で至 ってい ない ことが述 べ られ る。 ここで後見人 たちの役 は終 った ものと思 われ る。

第三幕(一 幕と同じ部屋,二 年後)。 カクテル ・パーテ ィが始 まろ うと して,チ ェイ ンバ レン夫

妻 が,一 幕 には見 られ ない睦 ま じさと同情 をもって話 し合 ってい る。 ラヴ ィニアは,早 く終れ

ばいい ど思 ってい る(`Thebestmomentisthemomentit'sover.')。 始 ま らなL>の に予期せ

ぬ客 た ちが くる。 まず ジ ュー リアが,東 洋 のキ ンカ ンジャとい う蛮地か ら帰 って来 たアレ ック
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ス を連 れて くる。次 に映画 の仕事 でカ リフ ォル ニアか ら帰国 した ピーター,そ して最 後 にライ

リーが現 われ る。会話 がなごやか に運ぶ(ア レックスが,ヨ ーロッパ人は殺 されると,も はや`fitto

£at'で ないのが普通だとは痛烈)の を破 るのが,シ ー リアの死 に関 す るアレ ックスの報告 だ。 彼

女 はキ リス ト教 の救護 団体 に加 わ り,キ ンカンジ ャで他 の二人 のシス ターとい っ しょに,疫 病

にか か った土人 の看病 をLて い たのだが,異 教徒 の暴動 が起 こって7蟻 塚のす ぐ近 くで十字架

にか け られた とい う。二年 間シー リアのことを思い続 けてい た ピーターが,彼 女の こと を理解

してい なかった,彼 女のための 自分の仕事が無駄にな った ヒ嘆 くと,ラ ヴ ィニ アは,今 こそ彼 は

出発 すべ き地点に来 てい るのであ り,こ れまでは自分 で勝手 に,シ ー リア のイ メジ をこ しちえ

て生 きて来たのだ と説 き,エ ドワー ドも同意 す る(自 分の場合と同じだか らだ)。 これ を聞い て ピ

ー ター も,自 分 自身 に関心 をもってい たに過 ぎない と思 う。 ライ リーは(シ ェリーの"Prome-

theusUnbound"か ら詩行を引用する9)),そ れ が彼女 の運命 で,自 分で選 んだ死 だ と言 い,普 通

人以 上に意識 的であ るが故 に恐 ろ しい聖者 の死 の苦 しみ を語 る(r寺 院の殺人』 を思わ せ る言 葉

"Thatispartofthedesign .'あ り)。 トマスが コー ラスに もた らした認識(前 述)の よ うに,

エ ドワー ドは この世 の罪悪 を感L(`TheremustbesomethingelsethatISterriblywrong,/

-Andtherestofusaresomehowinvolvedinthewrong.),ラ ヴ ィニ ア と こ もご もに 自分の

責 任 を口にす るが,ラ イ リーは,シ ー リアの勝利の生涯 に 自分た ちが責任 がない の と同様に,

そ の死 に も責任がない と述 べ る。夫 を理解 していた ら,シ ー リアを誤解 しなか ったか もしれぬ

との ラヴ ィニアの述懐 に対 して,ラ イ リーは彼 らに

Youwillhavetolivewiththesememoriesandmakethem

Intosomethingnew.Onlybyacceptance

Ofthepastwillyoualteritsmeaning.

過 去 は縛 る ものではな く,新 たな意味 を得 るべ きものであ り,こ れが時 を超越す るところまで

行 け ない彼 らと しては,究 極 の道なので あろう(上 の後半ほ,ヒ ンズー教の教義10))。 ジ ュー リア

は,シ ー リアが選 んだ道の結果が キンカンジ ャで,チ ェイ ンバ レン夫妻 の選択 の結果 が カクテ

>v・ パ ーテ ィだ と言 う。 この劇 の冒頭 とは ちが った新た なパ ーテ ィが始 まらねぼな らない(カ

クテル ・パーテ ィが,聖 ざん式の世俗版だとの意見11)はうなずける)。 ピー ターが去 った後,エ ドワー

ドは妻 に話す。

Oh,itisn'tmuch

ThatIunderstandyet!ButSirHenryhasbeensaying,

Ithink,thatev鑽ymomentisafreshbeginning;

AndJulia,thatlifeisonlykeepingon;

Andsomehow,the ,twoideasseemtofittogether.

夫 妻 の生活 は,シ ーリアの死 を経 た今,新 たに始 ま らねばな らぬのであ り,そ の象徴 の よう

に,客 たちが帰 るとカクテル ・パー テ ィが始 ま るこ とにな る。終 るこ とを望 む ラヴ ィニ アも,
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最後 には始 ま ること を望 むよ うにな り,`Oh,1'mglad.It'sbegun.'・ と叫ぶ6『 四つの四重

奏 』で提示 されたよ うに,終 ることは始 まることなのだ。夫妻 が選 んだパーティであ り,後 の

ことはまかせ るのだか ら,後 見人 たちが加 わらない のは当然 だろ う。

『カクテル ・パーテ ィ』 では,夫 婦 の愛 と男女 の愛 をテーマに,全 体 を日常生活 の レベルで

押 さえよ うとして,『 一族再会』 の ような亡霊 を出 さなか った代 りに,ラ イ リーら後見人 が登

場 し,そ の働 きが プロ ットを進 め ることになった。 このこ とが一人 ではな く,複 数 の人物 の問

題点 を,浮 き彫 りにす るのに役立 った ことは否定 で きない。 自己認識 と決定 的選択 へ誘導 す る

のが彼 らの役で,そ の点では任務 を充 分に果 た してい ると言 えよう。患者 た ちの選択 が終 った

第二幕で,実 質的にはその役 も終 ったのであ り,そ のために終幕 が弱 くなったのだ ろ うが,し

か し終幕 によって,チ ェイ ンバ レン夫 妻,シ ー リア,ピ ー ターのその後 の状況 も,シ ー リアの

死 の他 の者へ の感化 も扱 えたので ある。 この聖 者あ内面の展開が書 かれなか ったのは欠陥で,

これは 日常的 な人間 の救済に重 点が おかれた結果 であ ろ う。妻は夫 に帰 るが,彼 らの代 りに シ

ー リアが死 ぬ これが ,『 一族再会』のエ イ ミーの死 どは,比 較 にな らない価値 を生参出 し

てい ることほ明白。 日常 レベルの劇 を意図 しなが ら,ど うして聖者 の死 を もちこむ必要が あっ

たか と責 め るよりも,聖 と俗 を分離 したままには,ど うに もすませ なか った作者 の態度 を察 す

べ きではなか ろうか。

『秘書 』(1953年 にエディンバラ祭で初演,翌54年 出版)が,そ の典拠 とす るエ ウリ ピデスの 『イ

オン』に,い かに符 号 してい るかは,多 くの研究者が明細 に指摘 してい る。 親子 の関係(も し

くは子の`background')と 天 職(`vocation')の 問題 を扱 う本作品は,主 人公 コル ビー,そ の後

見役 と見 なすべ きエガソ ン(作 者はMartinBrowneに,`theonlydev駘opedChristianinthe

Play・ と語 ったと伝えられる・2)),`deaexmachina'の 役 をす るガザー ド夫 人,そ れに対す るに,

虚 構 の世界 で孑供 を求 め るマ ラマー卿夫妻(彼 らのそれぞれの私生児が,ル カスタとケィガン)を 配

して,複 雑 なプ ロッ トが展開 され るフ ァースで あるaプ ロ ッ トを操 る役 の者がい ない ことは,

前 作 との大 きな ちがいであ る。.

第一幕(ロ ンドンのクロード・マラマー卿の家の二階にある事務室)。 引退 した前秘書 エガソ ンを,

ク ロー ド卿が田舎 か ら呼び寄 せたのは,ス イ スか ら帰 って くる妻エ リザベス を,空 港 まで迎 え

に行 って もらU>,留 守 中に後任 の秘 書に雇 った コル ビーが彼女の気 に入 るよ うに,予 め と りな

して もらお うとい うわけ。 エ ガソンが コル ビーにつv>て,必 要なのは`confidence'だ け だと

述べ,そ の`disappointment'に も触 れ るのは,ク17r一 ドの秘書 と して本質的に不適任 である

こと を,暗 に仄 めかす もので あろ う。音楽好 きで,オ ル ガニス トに な りたい との夢 を もつコル

ビーが,エ ガソンの家の庭に非常 な興味 を示 した ことで,`Someday,he'11walltagarden

ofhisown.'と エ ガソ ンは言 うが,こ れは両者 の宗教 的な結 びつ き ク ロー ドには無縁
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を予表 す るもの。鴨クロー ドは,コ ル ピー を 一fa加relybusinessbasis'で 扱 お うとす る立 場

をとる。 ところで彼の 目論見 は,,コ ル ピーが妻 の気に入 るよ うに もって行 き,い ずれ は養子に

したい と,彼 女が望む よ うにす ることだ。夫妻 には子供が ない どころか,そ れ ぞれ私 生児,妻

に は行方不 明の息子(三 幕でケィガンと判明),夫 にはル カス タ(コ ルビーはこのことを二幕で知る)

とい う娘が あ り,コ ル ピーの`identity'自 分 の隠 し子 だとクロル ドは信 じてい る 鹽を,

母 性本能 の強い妻 に明かす ことは,n彼 女 の反 応が明確 に な るまでは で きないのだ(エ ガソンが

戦争で実の息子を失ってやることも記憶すべきこと)。 人 は相手 をどんなによ く知 ろてLaる つ もり

で も,理 解 してい なL>こ とが常 にあ るとは,・クロー ドの都合 のよい述懐 で,彼 の世 なれた慎重

な態度 は,次 の言葉 で もうか がえ る。

Myruleistor駑emberthatIunderstandnobody,

Butontheotherhandnevertobesure

Thattheydon't'understandme-agooddealbetter

ThanIshouldcaretothink,perhaps.

コ ル ビーが用事か ら帰って来 て,入 れ代 りクロー ドが出かけて行 くと,エ ガソ ンは気 の重Uaコ

ル ビーに,エ リサベ スが音楽好 きであ ることを告 げて,楽 に させ よ うとす るが,コ ル ビーの不

安 は消 えない(エ ガソン自身む教会で歌 っていて,音 楽と無関係ではなL>)。,ケ イガ ン,続 い てル ガズ

タの登場。 ケイガ ンは,ク ロー ドに拾 い上げ られ た有 望な実業 家,'そ の婚約者ル カス タは,失 職

ばか りしてお り,精 神的に満 ち足 りて々)ない ことは,`hungry'`starving'を 口にす るので も

知れ る。 二人 はす ぐに退散す る。 エ ガソンが 自らよ く言 う言葉 だと,コ ル ビーに語 る`Time

workswonders',`let'snotbecrossinganybridges/Untilwecometothem'1ま,'待

つ 信仰 の立場 を示 してLaる だろ う。ル カス タやエリザベ スに も,す ぐ慣れ るだ ろ うと度 々繰 り

返 して安心 させ ようとす,るが,コ ル ビーが信 蔓れ るのは,エ ガソンこそ`akindheart'を も

ってい るとい う、ことだ(`aheartofgold'`agoodheart'と,エ ガソンはケイガン,ル カスタ,干 り,

ザベスにつU>て 言う)。 クロー ドが もど り,間 もな くエ リザ ベスの声が聞 こえる。 飛行機で な く:

汽 車 で帰 って来 たのだ。切符 をとりか え ると姶 う言葉 は,,人 の生涯 の切符 もと りか えかね な姶

こヒを暗示 してい るか もしれぬ。夫人 は コル ビ厂 を目にとめ ると,見 覚 えが あ ると言い,出 発

前 に雇 うよ うにすすめた若者 だ と決 め こんで しま う。続 く父 と孑 の対話 の場面 魁 この幕 の焦

点。

コル ビーが妻の気 に入 った ことで,ク ロー ドは うま く決着 がつ くだろ うと思 うがジ コル ビー

には クロー ドの考え は,虚 偽の上に 自分の人生 を築 くこ と の よ うに 思 え る。 妻 と もど もに

`make -believe'の 世 界 に生 きるク ロ厂 ドの立場 は
,・'.

Zfyouhaven'tthestr駭gthtoimposeyourownterms

Uponlife,youmustacceptth騁ermsitoffersyou.::

話 しは仕事 のことに移 り,コ ル ビーが,.自 分 が別人に なって行 くよ うな気持 ちを 述 べ,`the
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disappointedorganist'の 心 境 を話す と,ク ゴ广一ドは同 じ経験 だと言 う。 陶工 にな りたか っ

た のに,父 親 の考 え もあって,、いやい や実業家 に なったのだ。

TheIifechangedme,asitischangingyou:

Itbeginsasakindofmake-believe

Andthe.make-believingmakesitreal.

死 後 まで父親 を理解 しなか った こヒに対 し,ず っと`atone'し てい ると言 う。父親 が正 しか っ

たと思 うよ うに なった クロー ドは,,℃ouldamanbesaidtohaveavocation/To'bea

second-ratepotter?'と 問 う。 コル ビーに ピアノを買 ってや るつ もりの彼 は,自 分 が陶磁器

に囲 まれてい る場合 と同 じ経験がで きるだ ろうと思 う。

Ibelieveyouwillgothroughtheprivatedoor

Intotherealworld,asIdo,sometimes.

真 に宗教的 な人 なら統 一が見 出せ るだろ うが,自 分 た ちは=二つの`mak驤鹵elieve'の 世 界 に

住 むのが,せ いぜいの ところだ とい うのが,話 しの行 きつ くところだ。 クロー ドの話 しには,

コル ビーが音楽に関 して感Uる の と同 じと思 う面 もあるが,人 生 が押 しつけて くる条件 を受 け

入 れることに,自 分 は反撥 をおぼ える。 クロー ドの場 合は,父 子 の関係 が あるが,自 分 には

.̀�.tone'す べ きものがな く,子 供 の頃の空 自の年月 のため,ク ロー ドを父 とは どうして も思 え

ない のだ。秘書 の仕事 には精出すつ もりだが,`make-believe'の 状 態 にな ることは望 まない。

こ うしてク ロ㌘ ドの諦念 と妥協の虚構 の立場 は排 され る。

第ご幕(コ ルビーのアパート,数 週問後)。 コル ビーがル カスタに ピァノを弾いて聞かせてい た

めだが,彼 女 に弾い てい ると.ひ とりで弾 く孤 独感 も,人 に弾 く感 じもしなか った とコル ビー

は言 う。 これ は,と もに クロー ドの私生児 だ とい う事 情 を,に おわせ る効果 を生 んでL?る けれ

ど も,・ ただ…親愛の表現 とだけ とれば よい だろ う(『 カクテル ・パーテ ィ』で,ピ ーターがシーリア

と同席だと,`companyorsolitude'と 別のものを感 じると語ってL)る)Qル カ スタは,コ ル ビーには

外の世界 を失 って も,も っと`real'な 内 の世界,引 っこんで鍵 をかけ られ る`secretgarden'

が あ るのに,自 分に はそ うい う庭がない と話 す。 ・-

IhardlyfeelthatI'meven.aperson

Nothingbutabitoflivingmatter

FloatingonthesurfaceoftheRegent'sCanal.

Floating,that'sit.

『カ クテル ・パー テ ィ』で,ラ イ リーがエ ドワー ドの人格喪失 を分析 したの と響 き合 う描写 だ

(前述参照)。 ところが コル ビーは,・`walkthroughthegate'し 宅 自分 の庭 に入 って も,`aY

lone'だ か ら外部 の世界 と同Lほ ど`real'で は ない,つ ま り互匁)に関係 の ない二 つの生活 は とも

'に`unreal'で あ り
,エ ガソ ンの庭の よ うに,`alone'に 感 じないで単一の世界の一部 となっ

てい る庭 とはちが うと説 明す る。 コル ビーが望 むのは`Nottobealonethere'で あ り
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IfIwerereligious,Godwouldwalkinmygarden

Andthatwouldmaketheworldoutsideitreal

Andacceptable,Ithink.1..

こ れ は前 の幕 で,ク ロー ドが真 に宗教 的な人 彼 は一人 も知 らない ≧付 け加 えてい た の

`unity'に 触 れていた のと共通す る もので
,作 者の主張 と見なす ことがで きよう。 『四つの四

重奏 』の 「ば ら園」が,『 一族再会』 を経 て,こ の ような庭 の思想 に発展 してい ることに注 目

すべ きだ。`alone'だ とい う事実 によって`unreal'に な るこ とか ら,共 感性・連 帯性,神 に

よ る単一 の世界 が志向 され るのであ る。 さて相手 を理解 したい と思 う二人が・話 し合い なが ら

自分 が変 って行 くの を感 じ,互 い に理解 し始 め るところで,ル カス タは クロ・一ドの娘で あるこ

とを打 ち明け る。 コル ビーが クロー ドの息子 だとい うことを知 らない彼女 は・理解 し て くれ

ると思 った コル ビーが顔色 を変 えたの を見 て,私 生児 の自分 を軽蔑 してψ るの だと感 じ失 望す

る。 コル ビ_が 秘密 を説 明 しよ うと したと き,ケ イガ ンが現 われて,ル カス タは`Hungry'と 訴

え,エ リザベ スが登場 した後,二 人 は退散 す る。.

コル ビーの部屋には,育 てて くれた伯母 の写真 がか けてあって,そ れ を見 たエ リザベ スが質

問 す る。 テデ ィン トンのガザー ド夫人 だとの回答 これは彼女に聞 きおぼ えが ある。 自分の

子供 を預 けたのが,こ の名だったのだ。 コル ビーこそ は,行 方不明に なっていた 自分の子供だ

と,折 か ら姿 を見せ るクロー ドに告 げ る。妻 の真相 に直面 してク ロー ドは,コ ル ビーは 自分の

息子 だ とい う彼 の真相 を打 ち明 け る。 と もに相手 の言 うことが信 じられ ないが,コ ル ビーは ど

うか。彼 は無感 覚,無 関心一 孑供 の頃に親 な しで暮 ら したために,埋 められ ない ギ ャップが

あ り,だ れの息子で あるかは どうで もいい ことなのだ。 だけ ど両親が あれば よか った と思 うコ

ル ビー を,エ リザベスは二人 の息子 と考 えよ うと提案 し,ク ロー ドは同意す るが,コ ル ビーは

その ような ・amixtureoffictionandfact'の 生活 はで きない,別 の も う二 人の親 の亡霊

に とりつかれ ることにな ると言 う。結局,自 分が だれの息子か知 りた くな り,夫 妻 はガザー ド

夫人,そ れにエ ガソンに来 て もらうことに決 め る。深刻 な内容 をフ ァースで消化 してい る・

第三幕(一 幕と同じ事務室,数 日後)。 クロー ドが会合 の席 をととのえてい るところへ・エ リザ

ベ スの登場 。 クロー ドは陶工 にな ること,エ リザ ベスは芸術家 を鼓舞す ることが望みだ ったの

に,こ れ まで互いにその ことを話 さず,そ れぞれ相手の気持 ちを自分な りに とり,当 り前 と思い

こんでいた(`tookforgranted')し.自 分 には話 し相手 になるね うちが ない と,相 手か らいつ

も思わ され て来 たと,二 人は述懐 す る。 エガソ ン,そ してル カス タが登場 す る。ル カス タは,

コル ビーが兄弟 だと知 らされ る。ケイガ ンと自分 を夫妻 が平凡 だ ど考 え,自 分 たちにそ うす る

役 を与 えたので,そ れ を演 じて来たのだ とル カスタが述 べ,そ れに対 しクロー ドが,二 人 を理

解 してい なか った し,コ ル ビー をも理 解で きないでい ると話 す。 エ リザベスがク ロー ドに,互

いに理解 し合 えば,他 の人 も理 解で きるようにな るだ ろうと語 るのは,エ リオ ッ トの主題 に,

明 るい面 が加わ ってい ることを感 じさせ る。 コル ビーが待 ち きれな くな って現 われ,や がてガ
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ザ ー ド夫 人の登場(ル ヵスタは階下で待つケイガンのもゼ へ)。

エガ ソンが進 行の役 をつ とめ,問 い ただ して行 くうちに,先 ず明 らか にな ることは,昔 ガザ

ー ドが預か ったのが,エ リザベスの子供 であ り,そ れがケイガン だと忌)うこ と。 これ は養父母

の ゲイ ガン夫 妻が健在なので,ガ ザー ドが会 えば確 認で ぎるこ とで,エ リザベス も ケ イ ガ ン

〈コルビーが,ごルカスタといっしよに連れてくる)・も認 めざるを得ない。 第二 に明 らかにな るのが,

コ ル ビーに関す ること。みんなの願望 をか な えたい とす るガザー ドが,コ ル ビーに願望 があ る

ふ とたずね ると,彼 は真相 を知って,わ ずちわ しきか ら解放 されたい が,事 実 自体 は問題 でな

て)と答 える。父親 につ酔て,癩 望 と予感 と混Lっ た よ うな ものが,彼 にはあ る ・生 まれ る前

か,何 も分 らない頃に死んだ普通 の人 間。 ガザ ー ドの問L>に 答 えて,父 が名 もない人 の方 がい

砂(如 一ドでなく)と 言 う。そ こでガザニ ドは,父 は彼女の夫,失 意 の音楽家で,母 が 自分,

しか し自分 は伯母 にな ることを選 んだのだか ち,今 は彼 には母 はいない と告 げ る。 これ を立証

す るの ぼ,ガ 弁一 ド夫妻 の息子 どしての出生届 と,ク17一 ドの愛人で ある彼女の妹が,子 供が

生 まれ る前 に死 んだ との死亡届。 ここには次の よ うな事情が ある。'彼女の妹だけでな く,彼 女

自身 も身 ごもってい た 老 れ をグロー ドは知 らなか つた 「こと∴そ してガザー ドの妹 も夫

も死 んだ こと。 クロー ドは外国か ら帰 って子供 を見 ると,自 分の子供だ と思い こみ,夫 に死な

れ たガザー ドも,子 供の将来のたあにその ままに して おいたのだ。二十 五年前の こと。運命 の

ψ だず らとして も,い きさか話 しが うま 過 ぎることば否定で きなLaだ ろ う。 さてクロー ドは信

冨 よう'としない が,∫コル ビーは信 じる。信 じるこ とに よって,自 由に なれ ると言 う。父に従っ

て オル ガニス トにな りたい と思 う。前に話 し合 ったと き,野 心 と失 意の経験 を分 ち合 ったでは

ないか と,相 変 らず虚偽 の関係 を続 けたが るクロー ドに,コ ル ビーは きっぱ り告げ る

NowthatI'veabandonedmyillusionsandambitions:.

_.Allthat'sleftislove.ButnotonfalsepreteMCes

-That'swhyImustleave�ou
.

ひ 計っこ り愛が顔 を出 してい るよ うだが,こ .こに至 って宗教的 な愛の方向が決 まった と考 えら

れ る。エ ガソンが,欠 員に なってv>る 彼 め教区 のオル ガニス トに なるよ うもちかけ,コ ル ビー

のこと を,い ず れ聖者 になろ うとす るだ ろ うと予言 す る。コルビーはエ ガソンの誘y)に 応 じる。

精神的 な父 と子 の誕生 だ。 ガザ ー ドは,rク ロー ドと自分 の願望 は,二 十五年前 にか なえられた

が,期 限 つ ぎだったのだ と言い残 し,「コル ビーに見送 られて退去す る。 ケイガ ンが,エ ガソン

以外 はみ んな同 じまちがい を した と語 る(`WewantedColbytobesomethinghewasn't.')。 最

後 に,せ つない期待 をル カス タにか け るクR一 ドか ら,娘 は見捨 てないか と問 われて,エ ガソ

シは うな ず く。ゴ人 の親 ど二人の子 の理解 が,始 ま らなければならない のだろ う。

1『 秘書』剛は,『 カクテル ・)¥°..一一テ ィ』の終幕が弱か ったのに比 して,親 子 の関係が次 々と明

らかに な る第三幕が,ク ライマ ークスの強み をもち,そ れ だけに劇全体の統一 を得てい る。反

面,不 自然 なほどこの部分が複雑に嶽 ってL?る こと も否 めない。 ガザー ド夫人が登 場す る以前

一12一



T.S.エ リオ ッ トの 後 期の 劇

の クロー ドの想 定の通 り,コ ル ビーは彼 どガザー ドの妹 の息子 であるとの主張 もあ るほどであ

る13)。 しか しガザ ー ドの証 言の一貫性 を疑わせ るほ ど有 力 とば思 えない。眼 印 轟 親子 の関 係

の 露顕が,エ ドワー ド夫妻の虚構 の暴露 とな り,真 の関係の認識 に導 いて炉 ることであ る。 コ

>Lピ ーには,『 一族再会』のハ ゾーや, .'『ヵ クテル ・パβテ ィ』の シー リァほ葛 急 迫 した経 験

は見 られない が,同 じように自らの`reality'を 求 めてやまな々)タイ プの 人物で ある。 手ガ ソ

ンを,シ_リ アに当゜Zはめ るのは14)疑 問 で,コ ル ビーの後見役 と考え るべ きだ・秘書 とい うの

は神 の秘書 を含意 してお り(`clerビ が`cleric'を 暗示するこどは明らか15)),コ ル ビーは、エガ ソンに

従 うことを決 めた ことに より,同 じく神 の秘書 の道 を選 んだのだ。真 の父 が神 であ ることに,

この作品の背後 の狙刃〉が ある。 自ら真}ζ望 む`vocation'に つ くことが紀 神 の章志 を行 うこ と

で あ り,コ ル ビーはその願望に従 って,:父 と天職 を同時に選 んだのだ。・願望 をか なえ るガザー

ドの不 自然 さは,作 者 の意図の ありか を逆 に示 してはい ない 澤ろ うか。

三

『長老政 治家 』(1958年 にエデ ィンバラ祭で初演,翌59年 出版)は,ソ フォクレスの 『コロノスの

オイデ ィプス 』 をモデ ル として る。 『一族再会』 との親近性 は,主 人公 の罪 の意講 の具募 化一

つ とつて も明 らかであ る(作 者はMartinBrowneへ の手紙で・ パリ厂の生涯をオレステスまたはオ

イディプスのようなもので,完 成させる必要があると書いていた16))。 な おこの作品 に特異 なことと し

そ,妻 に寄せ る詩が扉に掲げ られてい る。 そこでは,`unisonoflovers'が 高 唱され・ この

劇 のF言 葉 は文字通 りの意 味だが,.二 人だけのための(`Foryouandmeonly'),よ り深V)意

味 を もってLaる 言葉 もある」ことが述 べ られてい る(後 の版では表現が改められている17))。人 閥的

ぼ愛 を主題 と した注 目すべ き劇。

第一幕(ロ ンドンのクラヴァトン ・フェリー卿の家の応接間)。 クラヴ ァ トンの娘 モニ カ と 恋 人

の チ ャール ズの会話 で始 まる。父親思いの モニカを独 占す ることを望むチ ャールズ,愛 してい

るこ とは認 め るものの,自 由になるまで は婚約 しない と言い張 るモニカ。彼女は二 人 だ け の

・privateworld'と
,日 常的 な`publicworld'を 区 別 して見せ る。 健康 を害ね てい る父 に付

き添 って,高 級療養 所バ ジリー ・ コー トに行 く理 由 を三 つ挙 げ るρ それは`histerrorof

beingalone',そ れ と正反対 の`hisfearofbeingexposedto__strangers'・ ・それ に父 の病

状 が本 人の 自覚 よりずっ ≧悪い と医者か ら聞いてい ること。嶺 しの中で モニカは,こ れまで`a

publiclabel'を つ けて生活 して来 た父 に も,`aprivate.self'が あ ると言 うが・公的生活か ら

私 生活への移行に呼応す,るよ うに,彼 の私 的な内面炉問題 になる。 クラ ヴァ トン登場 。今 は書

きこむ必要 が な くな った予 定簿 の空白の頁 をめ くってい た と言 う。空無 を恐 れつつ`waiting・

simplywaiting'し て い る彼 の心境 が次の よ うに描写 され る。

It'sjustlikesittinginanemptywaitingroom

Inarailwaystationonabranchline,

一13一



、

人 文 、学 論 集

Afterthelasttrain,afteralltheotherpassengers

Haveleft,andthebookingofficeisclosed

Andtheportershavegone.WhatamI ,waitingfor

Inacoldandemptyroombeforeanemptygrate?

Fornoone.Fornothing.

引退 を待 ち望 んでい たのに,今 や死 を待つばか りの クラヴァ トンに,待 つべ き者 が彼 の過去 か

ら現 われ る。亡霊 の亡霊への訪来の よ うに,ゴ メスの登場だ。娘 た ちは席 を離 れ る。

ゴ メスとい う名に変 えてい るが,実 はクラヴァ トンの大学時代の友 人 ブレ ッ ド・カル ヴァウ

エル(卿 もその頃はディーク・フェリーだった)。 当時 は貧 しい給費生,し か も首席 になるど思 われ

るほどだったのに,デ ィックの悪い感 化 を受 けた あげ くは退学 させ られ,そ の後は クラヴァ ト

ンの父 に職 を探 して もらった りしたが,公 金 の使い こみ と文書偽造で監獄 に入れ られ,刑 期 を

終えてか らクラヴァ トンに船賃 を払 って もらって,中 米 のサン ・マル コに渡 って成功 し,今 ば

大金持,三 十五年 ぶ りに もどって来 たのだ。名前 を変 え るのは(ク ラヴァトンは二度変えてv>る),

ゴ メスの言葉 では`fabricateformyselfanotherpersonality'す る ことであ り,過 去 との

断絶 の意 味 をもつ。 ところがゴ メスが帰 って来 たのは,信 頼 で きる旧友 に会 うためであ り,過

去 と現在 の両方 の 自分 を一 つに受 け入 れて,自 分 に`reality'を 与 えて くれ る友人 が必要 なの

だ。現在 のゴ メスは,過 去のカルヴ ァウ ェル か ら`cutoff'さ れ てい て,`isolation'(ク ラヴァ

トンの`lor.el{ness'と はちゐ弐うと強調する)の 境地 にある。 こう語 るとともに,『 ハ ムレ ッ ト』の

ポロウニ アスの言葉 と関連 づけなが ら18),二 人 の問の きずなの存在 を告 げ る。 クラヴ ァトン自

身,自 分の境 地 と して認識 すべ きことの ように描 かれてφ る。彼 は父親 の財産 と妻 の家柄 を釉

して,政 界 に出て大 臣に までな り,そ れか ら財界 で活 躍 した後,六 十才 で引退 したのだった。

結婚には恵 まれず,息 子は学生時代 の父 そっ くりの極 道者(た だ父のように`prudentdevil'の

守護がない点は,自 分と同じだとゴメスは見る)。 クラヴァ トン もゴ メス も,世 俗 的成功者,つ ま ゆ

は失敗 者 なのだが,ゴ メスは 自分の ような失 敗者の方 がいい と言 う。

Theworstkindoff瀛lure,inmyopinion,

Isthemanwhohastokeeponpretendingtohimself

Thathe'sasuccess‐themanwhointhemorning

Hastomakeuphisfacebeforehelooksinthemirror.

こ う して罪 を隠 して来た クラヴァ トンに,ゴ メスは決 定的な秘 密 を想起 させ る。学生 の頃 のこ

と,女 の子た ちを乗せ てクラヴァ トンが運転 していた車が,道 で老 人 を轢 き,ゴ メスが轢い た

と言 ったのに,彼 は車 を止めなかったのだ(老 人は轢かれる前に死んでいた,つ まり死体を轢y>た の

だった 第三幕)。 こ うい う話 しをされて,ク ラヴァ トンは恐 かつ と思い,友 情 を求 めてい る

の だと言われ て も脅迫 ととる。付 き合 い を断 りきれない こどをゴ メスは仄めかす。

You'llcometofeeleasierwhenI'mwithyou
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ThanwhenI'moutofsight.You'llbeafraidofwhispers,

Thereflectioninthemirrorofthefacebehindyou,

Theambiguoussmile,thedistantsalutation,

Thesuddensilencewhenyouenterthesmok}i:ngroom.

ゴ メスは過去 の亡霊 であ り,罪 の意識 の具象化 であ る。過去 の罪 は消 し去 ることはで きない。

ゴ メスが`wecanbeginjustwhereweleftoff'.≧ 言 うよ うに,ク ラヴ ァ トンは新 たに

出発すべ き転機 にあ る。 ゴ メスの退去の後,モ ニカが入 って来て,自 分 と二人だ けで`alone'

で あ ることに堪 え られない のか と問 うが,ク ラヴ ァ トンは罪 の意識 と`alone'に な ることを避

け られぬ立 場 にあると言 えよ う。

第二幕(バ ジ リー ・コー トのテラス,数 日後)。 二人 だけになった今 こそ,楽 し く過 ごして もら

い たい ど,モ ニ カは父 に望 む。 クラヴァ トンは,こ れ まで本 当に楽 しんだ ことがない ように思

う。

Somedissatisfaction

Withmyself,Isuspect,verydeepwithinmyself

Hasimpelledmeallmylifetofindjustifi軋tion

Notsomuchtotheworld‐firstofalltomyself.

こ の 自己是認 を強い る自己(`thisselfinsideus,thissilentobserver,/SevereandsPeechless

critic・)は,『 カクテル ・パー テ ィ』のエ ドワー ドの`thetougherself'と 考 えられ よ う。二度

も現 われ る婦長 が,こ こは`incurable'な 客 も,そ う見 え る客 も受 け入れ ない と話 すが,ク ラヴ

ァ トンは内面 的にまさ しくそ うした客 だ。 さて彼 がモニカか ら言われた よ うに,新 聞 を顔 の上

にかぶ せて(仮 面を作ることを暗示)横 になってい ると,療 養者の カーギル夫人が登場す る。 リチ

ャー ド(ク ラヴァトンのこ番目の名)と 呼 びか けて くるこの女 は,昔 の恋人 メイジー ・モン トジ ョ

イ(彼 女も名前を変えている)。 二度結婚 し,今 は裕福 な未亡人 だが,レ ヴューガール の頃 の彼 と

の恋 の傷 は消 えない。 友 だちか ら リチ ャー ドは信用で きな く,`hollow'だ な どと警告 されな

が ら も,彼 を愛 した彼 女は,見 捨 てられ ると(彼 の父が反対した 第三幕)婚 約不履行 の 訴訟 を起

こ したが,結 局慰謝料 をもらって示談 に し,感 情 をこめて歌 った`lt'sNotTooLate.ForYou

ToLoveM袗'が ヒ ッ トしたのだ った。 葬 り去 りたか ったはずの昔の思い出が,ク ラヴ ァ トン

にまた もや よみが えらされ る。彼 女 もゴ メス と同 じく過去 の亡霊 だ。良心 の呵責 を感 じなか っ

た と断 じる彼 に,カ ーギルは昔 の彼 も今 の彼 も同 じ,今 の長老政治家 の彼 は`100kthepart'

だ と,彼 の仮面ぶ りを指摘す る(前 にゴメスが財界人としての彼について,同 じことを言ったことがあ

る)。彼女 は二人 は今 もこれか らも`together'だ と強調 し,`Wheretheirfigesarenotquench--

ed'(マ ル コ伝が典拠で,MaySinclairの 物語の題名19))の 文 句 を口に し,そ して 毎晩彼 の手紙

を読 んでい ると語 る。婦長が カーギル を去 らせ,モ ニカが婦長 を糞 らせ る運 びにな るが,ク ラ

ヴ ァ トンに と りつい た亡霊が去 ることは あ り得ない。
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息 子 マィ クル が会い たが っている こどをモごカ・よ り知 らされ,自 動車事故,女 性問題 を心配

す る・ マィクル の登場で,モ ニカ は席を はずず、失職 もたマィクル はチ父親 の名前のお 蔭で苦

労 した と言V),自 分 な りの生活 をす るためにダ クラヴ デ トンとい う名 前 を聞いた者がいない よ

うな遠い国へ行 きたい と語 る 〈彼壱名箭を変えたいと思ってL>る)6ク ラヴ ァ トンの息子 で あ るこ

と/Akindofprolongationofyourexistence'1こ は堪 えられない のだ。 「秘書 』の コル

ゼ ーの考 えとは反対,『 一族再会 』の ハ づみあエイ ミーに対 す る立場 ども異 な り
,罪 の意識 や

高 貴な 目的 ど無関係 な点 が根本 的にちが う。 罪の意識 は父 の方 の問題 であ り,父 の聞い に答 え

て,人 を轢 いた こども,「婚約不履行 の訴訟 や離婚騒 ぎに関 り合 ったこと もない と述べ る
。 ク ラ

ヴ ァ トンは・ 息子 が逃 げたい欲望か ら`afugitivefromreality'に な らなければいいが と,

自分 自身の過 誤の経験 に照 ら して話 す。'・F,闇'

.Thosewhofleefromtheirpastwillalwayslosetherace .

Iknowthisfromexperience.W`h .enyoureachyourgoal,

Yourimaginedparadiseofsuccessandgrandeur
,

Youwillfindyourpastfailures-waitingtheretogreetyou .

クラヴァトンには・二人の子供だけが生 き甲斐,そ のもう二人のモニカが気づかぬうちに登場

する。マィクルが・ 自分の行路を切 り開 きたいど思 ぢ自分 を,父 は臆病者だと言 う と訴 え る

・と
,モ ニカは

一Father!YouknowthatIwouldgivemylifeforyou
.

Oh,howsillythatphrasesounds!Butthere'snovocabulary

Forlovewithinafamily,lov騁hat'sliveclin

Butnotlookedat,lovewithinthelightofwhich

Allelseisseen;tielovewithinwhich

Allotherlov馭indsspeech.

Thisloveissilent.

家 族 の愛 をこの よ うに高 唱す るのは,他 の作品に見 られない注 目すべき ことで あろ う(rリ ァ

王』の コーデ ィー リアの言葉どの連関がある20))。カ ーギルが現われて,マ イ クルが昔 の父親 の生 き写

しだ と話 してい ると,ゴ メスも療養者 とな って登場す る つ きまと う亡霊の立 証の よ うに。二

入 の客 は過去 の クラヴァ トンの秘密 を交 わ し合 お うと約束 す る。父 と娘 だけになったと き,モ

ニ カが彼 らか ら逃 げなければと進言す るが,ク ラヴァ トンは,逃 げ出 したいのは 自分 自身か ら
,

過 去が らだ と言い,先 ほどマイクル に説い た教訓 の意味が,自 分 に分 零髪い ない ことを認 め,

息 子 とい っ しょに学 びな お して,向U教 師 に より同 じ`humiliations'の 苦 しみ を受け よ うど

思 う。結 びの とlsittool穰eforme,Monica?'は,メ イジーの ヒ ッ ト曲名(上 記,三 度も出

る)と 響 き合 うものが あろ う。 とすれば,愛 に生 きるのに おそ過 ぎることは なUa。 弱 くな って

い る主人公 の姿が感 じられ る。
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第 三幕(前 の幕ど同じ,翌 日)。父 をめ ぐるごた ごたか ら,モ ニ カはチ ャ声 ル ズ と離 れ られ ない

必要 を感 じ,チ ャールズに実際に婚紂 してい るのだと,心 境 を告げ る。 過 去 に`aguilty

secret'を もっ父,そ んな父 は考 えられ ない1と話 しでい るど,い つ の聞にが グ ラヴァ トンが現

わ れてい る。一生 に一人何 で も告 白で きる相手 があれ・ば衝 そ の人 を愛 してい るのであ り,そ の

愛 に よって救 われ ると語 った後,・ 自分 はだれ も愛 した ことがない ように思 うと認 めて(rヵ クテ

ル ・パーティ』のエ ドワー ドの立場の発展),仮 面 をかぶ って生 きて来 た ことを反省 す る。

1'vespentmylifeintryingtof�getmyself,

Intryingtoidentifymyselfwiththepart

Ihadchosentoplay.Andthelongerwepretend

Theharderitbecomestodropthepretence,

VPalkoffthestage,changeintoourownclothes

Andspeakasourselves.

モ ニ カの愛 も,こ ち らが偶像 になって得 た愛 だったの だ。 チ や一ルズは,モ ニ カよ り聞い た二

人の療養客 の ことに恐か つの推測 をす るが,ク ラヴ プ トンは否定す る。彼 らは過去か らの亡霊

に過 ぎず,ず っ と自分 につ きまとっていたので あ り,今 自分が空虚 な存 在 を脱 して,実 在の よ

うな ものになって行 くのが分 ると言 う。そ して互V)に 理解が なか ったために,妻 に も告 白 しな

か った ことを語 り出す もはや存在 しない二人の人物 との関係,車 を止め なか りたこと,恋

人 と結婚 しなか った こと。いずれの場合 も逃げ たの だが,も うその亡霊か ら逃げ ない とク ラヴ

ァ トンは断言ナ る。 モニカに告 白 したことに よ り,自 由へ の第一歩 を踏み出す こと に な る の

は,『 一族再会』でハ リーが,過 去の罪の認識 に よ り自由の道 を進 むの と呼応す る21)。た だ こ

こで はヂ 自らの罪の告 白を,し か もモニ カに対 して行 なったとい うヒこ ろに,告 白の意義 とと

毛に,愛 によ る自由の道が示 され てお り,ハ リーの場合の亡霊の外在 化 よ りも,い っそ う確か

な肉 づ きを得 てい ることに注意 したい。

カーギルが登場 し,マ イクルの希望 を聞いて ゴ メスに頼 んだところ,進 んで力に なる気だ っ

た と言 ってい ると ころへ,ゴ メスと マイクルが現 われ る。 マイクルは,外 国へ行 きたい ことを

父 は理解 して くれ なか ったが,ゴ メスは望み通 りの仕事 を提供 して くれた と話す。父娘 らが思

い とどまらせ よ うとす るけれ ど も,彼 は決心 を変 えない。 クラヴァ トンは,自 分の一生の過 ちを

思 わ ざ るを得 ない。 もう二度 とマイ クルに会 えない よ うな気がす る。モニ カとチ ャールズ とだ

けに なったとき,彼 は悔 悟の後の平和な心境 を語 り,マ イクルにおいて 自分 を`perpetuate'

した い と思 った こと、(『秘書』のコルビ鼠は,真 実の父を`perpetuate'し たV)と 思 ったが,父 の方では

それを子に望むべきではなL>の だ),、 モ ニカに仮面 をかぶ った 自分 を崇拝 させて,自 らの仮面 を信

じれ るよ うにな りたい と思 った ことを反省 し,愛 の意 味 を知 る`illumination'を 経 験 した と

言 う。 父が`rea1'な チ ャールズ を娘が愛 してLaる ことに幸福 を感 じれば,娘 は今や真実の父

を愛 し,ま たチ ャールズ を愛 してい るが故 にい っそ う父 を愛す ると述 べ る。父 はマ イクル を も
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愛 してい ると語 った後

1'vebeenfreedfromtheselfthatpretendstobesomeone;

Andinbecomingnoone,Ibegintolive. _

Itisworthwhiledying,tofindoutwhatlifeis,

後 で モニ カが言 うよ うに,`noolle'に な ることで彼 自身にな ったので あり,そ して愛 の意 味:

が 人生 の意味 だ と知 ったのだ。父以上に愛す る者が娘 に あ り,娘 が愛 し愛 されてれ ることが分

ったので,い っそ う真実に娘 を愛す る,こ うい うとらわれない境地に達 した クラヴ ァ トンは,

散 歩 す ると言 って立 ち去 る。遠 くへ は行か ない との言葉 は,死 と愛の存在の両方 を暗示す るだ

ろ う。 チ ャールズ は感Uる

He'saverydifferentmallfromthem狐heusedtobe.

It'sasifhehadpassedthroughsomedoorunseenbyus

Andhadturnedandwaslookingbackatus

Withaglanceoffarewell.

最 後 の`farewell'は,『 四つの四重奏 』・「ザ ・ドゥライ ・サル ヴェイジズ」第三部終 りの`far¢

forward'を 想 起 させ る22)。時 を超越 した死 を含 意 してい るのだ ろ う。 チ ャールズは,モ ニ カ

と二人が`belongtogether'(前1こ カーギルが,ク ラヴァ トンに言 ったことがある)し 始 めたの を意

識 し,愛 の一体感 を強調す ると,モ ニカは

1'veLovedyoufromthebeginningoftheworld.

Beforeyouand,.1-were .born,theT�鑿asalwaysthere

Thatbroughtustogether.

この よ うに永久不変 の愛 を述べ るモニカ,死 者 が生者 に祝福 を注 いだのだ と言 うチ ャールズ,

二 人は父の方へ行 く。モニカの言葉 に,あ りきた りの表現 の感 がないで もないが,死 んで行 く

クラヴァ トンの認識 した愛 の普遍 的な現在化 を読 めば足 りるだ ろ う。

『長老政治家』について,フ ロ゚ ッ トが単純 な こと等,劇 的構成 の面 か ら,三 つの劇 の うちで最

も劣 るもの との評価 もあ る23)。ま た内容 的に見 て,死 にか けてい る人 物の死 に,手 を貸 すよ う

な もの と批 判す ることもで きよ う。.後 の点 について言 えば,『 一族再 会』のエイ ミーの場合 とば

比較 にな らず,死 に面 しては じめて,過 去 の罪 の意識か ら愛 の悟 りに至 ったこと,そ してその

死 がかえ って生 であ るこ≧を考 え るべ きであろ う。 プ 旦ッ トが単 純な ことは,『 秘書』 ど比べ

れば明 らかだが,し か しそれ故 にまた,エ リオ ッ トの新 たな本領 が発現 で きたど も言 え る。一

人 の人物 におけ る一貫 した内面的意識 の発展 をたど ることによ り,人 睡め愛 の問題 が,こ れま

での作 品では達 し得 なか った域 まで追究 され,愛 の挫折の詩人 の レッテル をはず し得 たか のよ

うでさえあ る。 その愛 が,親 子 と男女 とい う人 間的 な範 囲内の ことで,宗 教的次元 の ことは,・

最後 のモニ カの言葉 に暗示 されてい るだけ。人 間愛 の美 しさが,エ リオ ッ トには珍 ら しく明 る

い詩 『マ リーナ』 を思 い浮 かばせ るの も故 な しと しない24)。 さ て罪 の意識か ら虚構 の仮面 をぬ
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～〉で,告 自によ り愛の認識 に至 るのだが,こ こに親子 と男女 の愛が,死 を越 えた一 つの愛 に止

揚 されてい ることは,注 意 され てよい ことのよ うに思 う。孤立 を排 す るエ リオ ッ トの態度 が,

序 詩の`Foryouandmeonly'の 修 正 を もたら したことは興味 あ ることだ25)。 しか しこの

ことは また,こ の劇 の愛の表現 に観念的 な先走gが 盛 鼎やれ ることと無関係 でないか もしれな

や 。愛 とい う主題 は,や は りエ リオ ッ トには本質的 に難問 だったのだろ う。 ク ラヴ ァ トンの死

と と もに しか表 わせない ほどに。

以上,エ リオ ッ トの後期 の劇 を読 んで,前 期 の 『寺院の殺人』,『一族再会』 と共通 の特徴 が

あ ることに気 づ く。まず注意 すべ きは,帰 ると行 くの定式 のよ うな ものがあ ることだ。 『寺院

の殺人』 では,殉 教者 トマスが帰 国 して死 に,『 一族再会』 では,ハ リーが帰宅 して聖者 の道

を行 くことにな ったのだった。 『カクテル ・パーテ ィ』 では,ラ ヴ ィニアが帰 ってシー リアが

死 に,『 秘書』で は … と進 めて くると,帰 ると行 くに,も っと深い時 間の 問題 が関 わってい る

ことが知 れ る。 『寺院 の殺人』 の誘惑者 は別にす るとして,『 一族再会』 のユー メニデ ィーズ

に,過 去 か らの回帰がすでに表現 されていたが,『 カクテル ・パー テ ィ』 では,構 成 ではな く

内容 に もりこまれ,『 秘書』 では,エ リザベスが帰 るこヒにはでな く,ガ ザー ドの到来 に よっ

て過去 が帰 り,コ ル ビーは聖職者 の道 を行 くことにな り,『 長老政治家』で は,『 一族再 会』の

ユ ー メニデ ィーズ と同 じよ うに,ゴ メス とカーギルが過去 の亡霊 として帰 り,ク ラヴ ァ トンが

死 ぬ のであ る。 この こどが,劇 のプ ロッ トを説 明 し,『 秘書』では,終 幕 に重 みがかか り,『 長

老 政治家 』では,一 人物の内面 の ことなので,プ ロッ トが単 純になってい る。 それぞれに何 ら

か の 自己認識(ま たほ罪の意識),選 択,自 由な実在 への道 が提示 されてい る。 そ こには,願 望 を

知 ることは 自己の実体 を知 ること,二 人 が互 いに理解 すれば他 の者 た ちも理解 で きること,過

去 は忘 れずに意識 し続け るべ きこと,孤 独だか ら非実在 的で,非 実在 的だから単一 の存在 のた

めに贖 わなければな らなLaこ と(`alone'`unreal'`aton,e')等,興 味 あ る考 え方 が展

開 された。劇 と して見 ると,一 人 の人 物に焦点 をしぼった方 が,急 追 した一貫性 をもち得 て,

しか も作 者の本領が投入 で きてい るよ うに思 え る(筆 者はr寺 院の殺人』の次にr長 老政治家』を並

べ たU>)。 そ うとすれば,過 去の回帰 をた えず プロ ットに 組み入れ ないで は おれない ことども

に,エ リオッ トの劇作 の適性が,あ らためて問われねば ならない だろ うことを付記 して,こ の

堂 え書 きを終 ることにす る。
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